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今月の表紙

 11月15日に行われた「川湯保育
園なかよし発表会」での一コマ。園
児たちによる元気いっぱいな発表
に、会場は大きな拍手とたくさん
の笑顔で溢れました。

（関連ページ12～13ページ）

ＱＲコードを読み取っておうちでいつでもかんたん納税12月の町税などの納期限

❑�問い合わせ先／役場税務課�
        ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

 今月の町税などの納期限は次のとおりです。
 納め忘れのないようにしましょう。
▶道・町民税 ４期 12月25日㈭
▶国民健康保険税 ７期 12月25日㈭
▶後期高齢者医療保険料 ７期 12月25日㈭
▶介護保険料 ４期 12月25日㈭

ひなたぼっこ開放… 水～金曜日、全日午後→年齢制限なし
　　　　　　　　　毎週月曜午前→０～１歳児、毎週火曜午前→１～３歳児
　　　　　　　　　※★が付く日は移動開放日(午前)

…事前申し込み必要

１月
 ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）
 健康相談（役場・10:00～）
 母子手帳交付（役場・10:00～）

２火  ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）

３水

 ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）
 遊んDay【こども園のみ】（10:00
～／年齢制限なし）
 ９・10ヶ月児相談（福祉センター・
10:00～)

４木
 ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）
 ９・10ヶ月児相談（福祉センター・
10:00～)

５金  ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）

６土 おはなしはらっぱ（図書館・13:00～）

７日

８月
 ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）
 健康相談（役場・10:00～）
 母子手帳交付（役場・10:00～）

町 民 人権相談日（公民館・13:00～）

９火  ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）

10水  ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）
遊んDay（10:00～／年齢制限なし）

11木
親子遊び「プチクリスマス」（10:30
～）
 ひなたぼっこ開放（14:00～）

12金
 ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）
 乳・子宮頸がん検診（福祉セン
ター・８:20～/12:40～）

13土
 乳・子宮頸がん検診（福祉セン
ター・８:20～）
おはなしはらっぱ（図書館・13:00～）

14日

15月
 ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）
 健康相談（役場・10:00～）
 母子手帳交付（役場・10:00～）
地域食堂（待合室みちくさ・11:30～）

16火 ママのリフレッシュ・デー(9:30～)
 ひなたぼっこ開放（14:00～）

17水

 ひなたぼっこ開放（９:30～）
遊んDay（10:00～／年齢制限なし）
 乳児・３歳児・年中児健診（福祉セ
ンター・９:00～)
フッ素塗布（福祉センター・10:30～)

18木  ひなたぼっこ開放★（福祉セン
ター10:00～）

19金  ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）

20土
おはなしはらっぱ（図書館・13:00～）
キッチン「みちくさ」（福祉セン
ター・11:30～）

21日

22月
 ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）
 健康相談（役場・10:00～）
 母子手帳交付（役場・10:00～）

23火  ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）

24水

 こども園交流「クリスマス会」
（10:00～)
 ひなたぼっこ開放（14:00～）
 遊んDay【川湯保育園のみ・川湯
保育園クリスマス会】（10:00～／
年齢制限なし）

25木  ひなたぼっこ開放（９:30～／14:00～）
 町税などの納期限

26金  ひなたぼっこ開放（９:30～）

27土
おはなしはらっぱ（図書館・13:00～）
ひまわり食堂（川湯農村セン
ター・11:30～）

28日

29月

30火

31水

 ～健診や子育て相談　★健康こども課☎482-2935 　  町 民  ～行政相談、人権相談　★環境生活課☎482-2934
 ～こども園、保育園開放　★川湯保育園☎486-9101　　  ～税の納期　★税務課☎482-2914
 ～子育て支援センター開放など　★子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667　　  ～イベント、その他

12月の予定



望 月　信 雄 橋 本　聖

　現に50年以上本町に在住し、年齢77歳を超え、長年にわたり福
祉向上や産業の発展に努められたとともに、地域発展のために貢
献した方（50音順）

※氏名公表に同意された方のみ掲載
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受賞者の皆さん受賞者の皆さん

町長から一人ひとりに表彰状を贈呈町長から一人ひとりに表彰状を贈呈

文化奨励賞産業功労

在住功労

本町産業の発展に顕著な功労
のあった方

本町の文化振興・発展に貢献
し、将来が嘱望される個人・団体

　平成19年４月から摩周湖農業協同
組合監事に就任し、平成28年４月か
ら同組合理事に就任、平成31年４月
から同組合代表理事専務に就任以
来、令和７年４月まで２期６年在職
し、その間指導的立場を通じ、農協組織の育成と農協
事業および町農業の安定的発展に尽力された。

　摩周歌謡カラオケクラブの発足に
尽力し、これまで代表として活動さ
れてきたほか、永年にわたり弟子屈
町文化協会副会長として地域の音楽
文化の発展に向けて積極的に取り組
まれてきた。
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木 下　大 門

釧路信用金庫
理事長

森 村　好 幸

特別表彰

善行表彰

本町に多大な功績をされた方

町民の模範となる善行のあった方および公益のため多額な私財を寄附した方

　令和７年度弟子屈町表彰式が11月３日、町社会老人福祉センターで開催されました。この表彰は、町の行政・経
済・産業・文化などの各分野にわたって、町の振興と発展に寄与された方々に表彰状・記念品などを贈呈し、その
功績をたたえるもので、今年で42回目。これまでに2,778人と23団体が受賞しています。
　今年度は、特別表彰として２人、善行表彰を２団体と１人、功労表彰は産業功労を1人、在住功労を96人が受賞。
文化奨励賞を１人が受賞しました。式では、德永町長と岩原教育長から一人ひとりに表彰状・表彰盾が手渡されま
した。受賞者の皆さんを紹介します。

（敬称略）

長年の功績に感謝

弟子屈町功労賞・文化奨励賞表彰式弟子屈町功労賞・文化奨励賞表彰式

鈴 木　幸 栄
　日本相撲協会の許可を得ている唯
一の大相撲錦絵師として、国内外に
おいて絶大な支持と称賛を得てい
る。令和２年・令和７年には、昭和の
大横綱「大鵬」の孫である、納谷幸之介君・幸成君に贈
った化粧まわしのデザインを手がけた。氏の活躍は、
町民にとって誇りであり、国の伝統を継承し後世に伝
える姿は町民の模範となるものである。

 釧路信用金庫創業１００周年を
記念し、弟子屈町まち・ひと・し
ごと創生寄附活用事業（企業版
ふるさと納税）として、「まちづ
くり」プロジェクト事業に対し
て、多額の現金を寄附された。

　平成８年４月に「摩周丘幼稚園」の
園長に就任し、平成31年４月からは

「認定こども園ましゅう」の園長に就
任し、令和７年３月に退任されるま
で、延べ1,400人を超える園児を送り
出した。子どもの健全な心身の発達を図るとともに、
生涯にわたる人格形成の基礎を培う、質の高い幼児教
育の提供に尽力され、保護者や職員からの熱い信頼と
ともに、地域社会からも高い評価を得ており、本町に
多大な貢献をされた。

北海化学防水株式会社
代表取締役会長

栂 野　謙 二
　町の発展のために役立ててほ
しいとして、複数年にわたり多
額の現金を寄附された。

八月朔日 勝彦
　親族が生前、町にお世話にな
ったため、まちづくりのために
役立ててほしいとして多額の現
金を寄附された。
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水道本管以外の修理は
各戸負担となります

冬を迎える前に…

 冬場に長期間留守にしたり、外気温が氷点下になったりすると、水
道が凍結しやすくなります。屋外や北側で日が当たらない場所、風当
たりが強いところ、むき出しになっている水道管などは、特に凍結に
注意が必要となります。例年、漏水や凍結が発生したとお問い合わせ
がありますが、町が敷設した水道管（本管）から各家庭や事業所まで
の間（給水装置）で漏水や修理が発生した場合は、各戸の負担になり
ます。

給水装置

水道管（本管）

道　　路

 ごく簡単な修理（例・パッキンの取り換え）
など、給水装置の末端に設置されている部品の
取り換え以外の水道の工事については「水道法」
の規定により町長が指定した「指定給水装置工
事事業者」以外はできないこととなっています。
 町が指定している事業者は右の表のとおりで
す。

 町では、「検針票の使用量が毎月と比べて多
い」、「水道を使用していないのに水道メーター
が動いている」など、漏水の疑いがある場合に
は無料で漏水調査を行っています。調査を希望
される方は役場水道課までお問い合わせくださ
い。漏水が本管から給水装置（蛇口）の間で発
生していた場合は１ヶ月以内に修理を行ってい
ただきます。期限内に修理がされない場合には
漏水による水道料金もお支払いしていただくこ
ととなりますので、ご注意ください。
 また、各戸で漏水を発見
し、修理をされた場合は、
役場水道課にも必ず、ご連
絡をお願いします。

水道工事は町指定の「指定給水装置工事事業者」で行ってください

漏水調査を行っています

問い合わせ先／役場水道課
☎４８２‐２９４２（課直通）

町指定給水装置工事事業者
給水装置工事事業者 住　　　所 電話番号
㈲鎌田水道工務店 弟子屈町高栄３丁目１番６号 482-2140
㈱協和建設 弟子屈町高栄１丁目２番２号 482-2369
㈲服部水道工務店 弟子屈町摩周１丁目２番１号 482-1066
鋼管建設工業㈱ 弟子屈町美里４丁目１番20号 482-4217
㈱近藤建設 弟子屈町鈴蘭２丁目１番11号 482-1060
㈱大栄電業 弟子屈町泉４丁目10番３号 482-2677
深谷工業 弟子屈町高栄２丁目149番17 090-7310-5689
㈱T・N・O弟子屈支店 弟子屈町摩周２丁目１番10号 486-9888
【町外事業者】
大倉工業㈱ 釧路市光陽町６番６号 0154-24-5176
㈱共立 釧路市松浦町11番３号 0154-22-0808
綜合設備㈱ 釧路市入江町７番27号 0154-25-3116
太平洋設備㈱ 釧路市春採５丁目16番17号 0154-46-3474
後藤工務店㈲ 釧路町若葉５丁目26番地 0154-36-2325
第一水道工業㈱ 釧路市入江町８番５号 0154-23-3414
㈱竹崎工業 野付郡別海町西春別駅前錦町200番地 0153-77-2144

㈲細谷設備 標津郡中標津町計根別本通東
５丁目20番地１ 0153-78-2626

㈱ナカセツ 標津郡中標津町桜ヶ丘３丁目17番地 0153-77-9442
㈱クラシアン東北海道支社
（屋内給水装置工事に限る） 釧路市川上町６丁目２番 0120-511-511

㈱田中設備工業 帯広市西10条南28丁目26番地 0155-66-6565
高和設備工業㈱ 標津郡中標津町西11条南７丁目１番地 0153-73-2711
㈱鈴木設備工務店 釧路市芦野４丁目１番３号 0154-36-4281
㈱Ｔ・Ｎ・Ｏ 北見市柏木３番地20 0157-33-5562
㈱三浦ポンプ機械店 標茶町旭２丁目２番５号 015-485-3136
㈱永昌工業 標茶町平和８丁目23番地 015-485-3650
㈲服部組 標茶町桜２丁目18番地 015-485-2098
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　明盛建設㈱（尾崎幸太代表取締役）
の皆さんが10月21日から22日にかけ
て、湯の島寿の家駐車場の整備を行
いました。
　水溜まりなどで通行に支障が出て
いた駐車場を安全に利用できるよう
にと実施されたもので、砂利敷きお
よび整地を同社の従業員７人で丁寧
に行いました。

地域の役に立ちたい

社会貢献
いろいろ

年末年始閉庁・休館のお知らせ

問い合わせ先／役場総務課☎４８２‐２９１２（課直通）

年末年始は、役場庁舎をはじめとする施設などが、下記のとおり閉庁・休館となります。
ご利用の方はご注意ください。詳しくは、お問い合わせください。

今年度は役場庁舎の閉庁期間（12月27日～１月４日）が長いため、手続きなどお早めに済ませるようお願いします。
住民票と印鑑登録証明書は、コンビニ交付もありますので、ぜひご利用ください。

·役場庁舎・支所 　　12月27日㈯～１月４日㈰

·塵芥（じんかい）処理施設など
　美留和廃棄物処理場 12月31日㈬～１月２日㈮
　家庭ごみ収集 12月31日㈬～１月２日㈮
　原野産業廃棄物処理場 12月27日㈯～１月４日㈰

·体育施設
　川湯屋内温水プール 12月28日㈰～１月３日㈯
　シルバースポーツハウス 12月30日㈫～１月６日㈫
　町営スピードスケート場 12月31日㈬～１月５日㈪
　修武館 12月28日㈰～１月４日㈰

·入浴施設など
　泉の湯 １月１日㈭～１月３日㈯

（12月31日㈬は17時まで）　

·文化施設
　公民館 12月28日㈰～１月３日㈯
　図書館 12月28日㈰～１月３日㈯
　ふるさと歴史館 12月30日㈫～１月６日㈫

·福祉施設
　社会老人福祉センター 12月29日㈪～１月５日㈪
　　　　　　　　　　　　　　　　（ 浴場12月30日㈫・１月３日

㈯は、９時～17時まで開館）

　川湯福祉の湯 12月29日㈪～１月６日㈫
　　　　　　　　　　　　　　　　（ 12月31日㈬・１月４日㈰は、

９時～17時まで開館）

　認定こども園ましゅう 12月27日㈯～１月４日㈰
　川湯保育園 12月28日㈰～１月４日㈰
　こども発達支援センター 12月27日㈯～１月４日㈰
　子育て支援センター 12月27日㈯～１月４日㈰
　放課後児童クラブ 12月28日㈰～１月４日㈰
　デイサービスセンター 12月31日㈬～１月５日㈪

·観光施設
　大鵬相撲記念館 無休で通常業務を行います
　道の駅摩周温泉 12月30日㈫～１月３日㈯
　ＪＲ摩周駅観光案内所 12月30日㈫～１月３日㈯
　９○○草原 冬季閉鎖中

·その他の施設
　摩周観光文化センター 12月30日㈫～１月６日㈫
　川湯農村センター 12月29日㈪～１月５日㈪
　屈斜路研修センター １月１日㈭～１月３日㈯
　弟子屈斎場　　　　　　　　無休
　　　　　　　　　　　　　　　　（ 使用する場合は、役場当直

者へご連絡ください）

　奥春別交流センター 12月29日㈪～１月５日㈪
　川湯ふるさと館 12月30日㈫～１月５日㈪
　林業多目的センター 12月27日㈯～１月４日㈰
　　　　　　　　　　　　　　　　（ 上記期間以外は、事前申し

込みにより随時開館して
います）

　町立川湯歯科診療所 12月29日㈪～１月４日㈰
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第６次弟子屈町総合計画 行政評価「町民アンケート」結果

産
業
活
性
化

暮
ら
し

町
民
の
声（自

由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

●�

子
ど
も
の
遊
び
場
が
少
な
い
。
室
内
外

の
遊
具
が
充
実
す
る
と
嬉
し
い
。

●�

独
居
の
人
が
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
、

み
ん
な
で
見
守
れ
る
仕
組
み
作
り
を
お

願
い
し
た
い
。

町
民
の
声（自

由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

●�

公
園
整
備
に
力
を
入
れ
る
の
は
わ
か
る

が
、
人
の
雇
用
の
方
が
大
事
。
大
き
な

ホ
テ
ル
が
一
つ
で
も
建
て
ば
町
が
活
性

化
す
る
と
思
う
。

設
　
問

満足度
（点）

昨年度
（点）

点差

⒄�

安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
、
家
畜
伝
染
病
の
防
止
対

策
が
十
分
図
ら
れ
た
、
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組

48

49

-1

⒅�

安
定
し
た
農
業
経
営
の
も
と
、
行
政
・
農
業
者
・
商
工
業
者
が
連
携

し
、
地
場
産
食
材
を
内
外
に
発
信
・
普
及
さ
せ
、
誰
も
が
誇
れ
る
魅

力
あ
る
農
業
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

51

50

1

⒆�

森
林
作
業
員
を
確
保
し
、
継
続
的
な
林
産
業
の
安
定
経
営
と
、
健

全
な
森
林
の
拡
大
・
再
生

51

51

0

⒇�

豊
か
な
自
然
や
人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
る
「
弟
子
屈
町
ら
し
い

持
続
可
能
な
観
光
地
」
づ
く
り
の
推
進

51

51

0

�
��

商
工
事
業
者
の
経
済
基
盤
の
強
化
に
よ
る
、
地
域
内
経
済
の
好
循

環
を
生
む
た
め
の
取
組

59

54

5

��

水
産
資
源
の
保
全
に
よ
る
増
大
が
進
み
、
水
産
業
が
産
業
と
し
て
成

立
す
る
状
態
と
な
る
た
め
の
取
組

58

56

2

��

企
業
誘
致
に
よ
る
町
内
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
雇
用
増
加
に
結
び

つ
く
と
と
も
に
、
町
内
企
業
や
事
業
者
で
の
人
材
不
足
解
消
や
、
経

済
活
動
の
活
性
化

60

55

5

設
　
問

満足度
（点）

昨年度
（点）

点差

��

心
身
と
も
に
健
康
な
住
民
の
生
活
を
支
援
す
る
体
制
を
強
化
し
、
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
た
め
の
取
組

41

41

0

��

町
内
医
療
機
関
の
連
携
や
他
地
域
医
療
機
関
と
の
広
域
連
携
、
救
急
医
療
体

制
の
強
化
、
地
域
医
療
体
制
の
維
持
・
向
上

50

46

4

��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
そ
の
他
各
種
感
染
症
を
防
ぐ
体
制
を
構
築

す
る
取
組

44

44

0

��

多
く
の
「
見
守
り
の
目
」
が
あ
る
こ
と
で
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
り
将
来
に
対
す
る
不
安
が

軽
減
さ
れ
る
環
境
や
支
援
体
制
が
充
実
さ
せ
る
取
組

47

49

-2

��

子
育
て
世
代
が
悩
み
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
充
実
し
た
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
妊
産
婦
が
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
を
健
や
か
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
組

49

49

0

��

親
と
子
、
地
域
住
民
、
事
業
者
及
び
行
政
が
一
体
に
な
っ
て
、
子
ど
も
の
輝

き
を
、
何
に
も
代
え
が
た
い
大
切
な
も
の
と
し
て
、「
育
ん
で
い
く
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
取
組

51

49

2

��

高
齢
者
が
い
つ
で
も
、
誰
に
で
も
相
談
で
き
る
雰
囲
気
と
体
制
の
確
保
、
不

安
を
抱
え
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

52

53

-1

��

病
気
や
障
害
を
持
つ
人
も
、
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
、
療
育
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
へ
の
支
援
と
、
家
族
の
不
安
が
軽
減
す
る
取
組

54

51

3

��

寝
た
き
り
と
な
る
人
を
作
ら
な
い
よ
う
、
適
切
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
が

提
供
さ
れ
、
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園
）
入
所
者
の
身
体
機
能
の
低

下
の
防
止
と
、
日
常
に
お
け
る
安
定
的
な
生
活
が
継
続
さ
れ
る
取
組

49

49

0

弟子屈産ワイン「テシカロゼ2024」の初出荷

いつまでも健康に
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「町民アンケート」

環
境

「水」と「森」を守り、「人」が共に輝く、誇りと活力あふれる夢づくりの町弟子屈
第6次弟子屈町総合計画

　
町
で
は
「
第
6
次
弟
子
屈
町
総
合
計

画
」（
令
和
4
年
度
～
令
和
11
年
度
）

の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
行
政
評
価
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
指
標
と
す

る
た
め
に
、
毎
年
度
「
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
５

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た
「
行
政
評

価
」
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
実
施
内
容
▲

目
的
／�

広
聴
活
動
の
一
環
お
よ
び
総
合

計
画
の
達
成
度
を
測
る
指
標
の

現
状
を
調
査
す
る
。

対
象
／�

20
歳
以
上
の
町
民
名
簿
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
1
0
0
0
人

締
切
／
6
月
６
日
に
設
定

回
答
率
／
32
・
９
％

▼
評
価
方
法
▲ 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問
（
問
８
、

問
13
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
ご
と
に
大
変
満
足
「
５
」、
満
足

「
4
」、
ふ
つ
う
「
３
」、
あ
ま
り
満
足

で
な
い
「
２
」、
満
足
で
な
い
「
1
」

の
い
ず
れ
か
に
〇
印
を
つ
け
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
集
計
・
点
数
化
し
ま
し
た
。

　
大
変
満
足
「
1
0
0
点
」、
満
足

「
75
点
」、
普
通
「
50
点
」、
あ
ま
り

満
足
で
な
い
「
25
点
」、
満
足
で
な
い

「
0
点
」
と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
由
記
載
欄
に
は
自
由
に
意

見
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
1
３
２
件
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見

を
掲
載
し
ま
す
。

▼
回
答
結
果
▲

※�

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政

評
価
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設

問
（
問
８
、
問
14
）
の
回
答
の
み

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
８
　�

弟
子
屈
町
の
生
活
環
境
や

ま
ち
づ
く
り
、
町
政
に
つ

い
て
の
満
足
度
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

問
14
　�

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
あ
な
た
の
意
見

を
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ

い
。

町
民
の
声（自

由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

●�

こ
れ
か
ら
も
弟
子
屈
の
自
然
を
守
り
な

が
ら
も
、
人
工
的
な
建
造
物
が
増
え
す

ぎ
な
い
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

設
　
問

満足度
（点）

昨年度
（点）

点差

⑴
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
カ
ー
ボ
ン
・
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組

47

49

-2

⑵
３
Ｒ
や
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
廃
棄
物
に
よ
る
環
境
汚
染
の
低
減

41

46

-5

⑶�

自
然
環
境
維
持
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適
正
処
理
を
進
め
、
農
村
部
に
お

け
る
よ
り
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

46

48

-2

⑷�

生
物
多
様
性
の
重
要
性
を
住
民
が
知
る
機
会
を
提
供
し
、
野
生
動

物
と
の
共
存
を
図
る
取
組

50

50

0

⑸�

景
観
条
例
を
踏
ま
え
た
、
町
全
体
が
統
一
感
を
持
っ
た
景
観
づ
く
り

と
、
多
く
の
住
民
が
町
内
の
公
園
を
安
全
に
利
用
で
き
る
取
組

52

51

1

⑹�

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
住
民
や
観
光
客
等
に
対
し
有
事

の
際
の
安
全
と
安
心
の
提
供

49

50

-1

⑺�

消
防
、
行
政
、
住
民
が一
斉
に
行
動
し
、
身
体
・
生
命
・
財
産
を
守

り
、
安
心
を
提
供
で
き
る
消
防
体
制
と
活
動
が
展
開
さ
れ
る
取
組

43

45

-2

⑻�

交
通
事
故
の
な
い
社
会
に
向
け
た
対
応
や
、
多
種
多
様
な
凶
悪
犯
罪

を
誘
発
す
る
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
防
犯
対
策
の
強
化

45

48

-3

⑼
悪
徳
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
の
な
い
ま
ち
が
実
現
す
る
取
組

47

49

-2

⑽�

住
民
が
安
全
に
利
用
で
き
る
公
衆
浴
場
の
運
営
と
新
規
整
備
、
斎
場

や
墓
地
の
適
正
管
理

50

51

-1

⑾�

若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
多
世
代
の
住
民
や
観
光
客
が
、
心
地
よ
く

長
く
滞
在
し
た
く
な
る
市
街
地
エ
リ
ア
の
創
出

61

46

15

⑿
市
街
地
の
形
成
に
沿
っ
た
、
安
全
な
道
路
整
備
の
維
持

56

47

9

⒀�

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な

住
民
の
居
住
な
ど
、
良
好
な
住
環
境
を
形
成
す
る
取
組

60

48

12

⒁
水
道
・
温
泉
の
安
定
供
給
と
、
安
定
し
た
水
道
事
業
経
営

45

55

-10

⒂�

安
定
し
た
下
水
道
事
業
経
営
と
、
自
然
環
境
の
維
持
に
向
け
た
浄
化

槽
設
置
へ
の
理
解
と
対
応
を
進
め
る
取
組

45

52

-7

⒃
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
生
活
交
通
の
維
持

60

45

15

行 評政 価

結果
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▼
行
政
評
価
結
果
▲

　
町
で
は
令
和
4
年
度
か
ら「
第
6
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
目
標
年
次
で
あ
る
令
和
11
年
度
ま
で
に
ま
ち
の
将
来
像
が

達
成
で
き
る
よ
う
、
毎
年
度
、
行
政
活
動
を
評
価
し
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
各
評
価
の
内
容
に
つ
い
て
、
1
次
評
価
で
は
、
事
務
事
業

と
そ
れ
を
束
ね
る
施
策
の
評
価
。
２
次
評
価
で
は
、
施
策
の

方
向
性
に
関
す
る
評
価
。
３
次
評
価
で
は
、
評
価
結
果
を
受

け
た
改
善
点
に
関
す
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
次
評
価
、
３
次
評
価
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2
次
評
価
（
町
長
・
副
町
長
に

よ
る
評
価
）
の
結
果（

主
な
も
の
） 

3
次
評
価
（
町
民
評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
）
の
結
果

（
主
な
も
の
）

◦�

有
害
鳥
獣
に
お
け
る
シ
カ
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、年
々

増
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
職
業
ハ
ン
タ
ー
の

配
置
や
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◦�

農
業
の
後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
新
規
就
農
に
関
し
て

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
代
に
お
い
て
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
う
。

単
身
で
も
従
業
員
を
育
て
る
こ
と
は
可
能
な
た
め
、
条

件
の
緩
和
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

◦�

中
心
市
街
地
の
再
構
築
に
つ
い
て
、
閉
業
済
み
の
店
舗

併
用
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方
が
多
く
、
空
き
店
舗
の

活
用
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
退
去
費
用
の
助
成

や
公
営
住
宅
へ
の
優
先
的
入
居
な
ど
、
予
算
化
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

◦�

川
湯
温
泉
街
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
当
初
の
計
画
か
ら

遅
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
実
行
性
に
関

し
て
不
安
視
し
て
い
る
方
も
い
る
の
が
現
状
。
閉
業
す

る
事
業
者
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
事
業
者

に
対
し
て
即
効
性
の
あ
る
支
援
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。

◦�

自
治
会
館
な
ど
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
の
中
、
利
用
頻

度
も
少
な
く
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
の
維
持
は
困

難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
統
廃
合
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

第６次弟子屈町総合計画 行政評価「町民アンケート」結果

施
　
　
　
策

改
善
点
と
今
後
検
討
す
る
こ
と

農
業
経
営
力
の
強
化

ワ
イ
ン
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
地
域
特

産
品
の
採
算
性
分
析

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

宿
泊
税
の
導
入
お
よ
び
導
入
形
態

の
検
討

安
心
で
き
る
医
療
環
境
の

推
進

医
師
不
足
対
策
と
し
て
、
新
た
な

医
師
を
迎
え
る
た
め
の
支
援

文
化
財
の
適
切
な
保
全
と

活
用

ふ
る
さ
と
歴
史
館
へ
の
更
な
る
来

館
者
数
増
加
や
満
足
度
向
上
に
向

け
た
取
組
の
推
進

他
そ
の

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

●�

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
・
意
見
交
換
が
で
き
る
場

が
あ
る
と
よ
い
と
思
う
。

●�

こ
の
恵
ま
れ
た
温
泉
と
い
う
宝
を
ま
ち
づ
く

り
に
も
っ
と
活
か
し
て
ほ
し
い
。

SUP体験

町民評価委員会による意見書提出
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人
材行

政

教
育

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

●�

こ
の
町
で
育
っ
て
い
く
子
ど
も
た

ち
に
自
然
・
地
場
産
業
・
文
化
・

歴
史
を
学
ん
で
も
ら
い
、
弟
子
屈

で
生
き
る
素
敵
さ
を
体
感
し
て
も

ら
い
た
い
。
本
当
の
豊
か
さ
に
気

付
く
こ
と
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
は
ず
。

地熱発電について学ぶ生徒たち

設
　
問

満足度
（点）

昨年度
（点）

点差

㉝�

弟
子
屈
町
教
育
の
目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
る
「
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連

携
し
、
ふ
る
さ
と
を
創
る
人
を
育
む
」
人
材
を
育
成
す
る
取
組

48

49

-1

㉞�

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
安
心
・
安
全
で
学
習
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
環
境

の
整
備

45

46

-1

㉟�

全
て
の
住
民
が
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
が
図

ら
れ
る
取
組

47

48

-1

㊱�

学
校
や
家
庭
、
地
域
社
会
で
多
様
な
経
験
を
積
め
る
よ
う
な
活
動
支
援
と
、
子

ど
も
が
自
ら
考
え
、
学
び
、
問
題
を
解
決
す
る
力
が
身
に
付
く
取
組

49

49

0

㊲�

生
涯
に
わ
た
る
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

機
会
の
拡
充
と
環
境
の
整
備
、
住
民
が
心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
た
め

の
取
組

49

49

0

㊳�

様
々
な
芸
術
・
文
化
、
歴
史
な
ど
に
触
れ
る
機
会
が
提
供
さ
れ
、
多
く
の
住
民

が
地
域
の
文
化
活
動
に
関
心
を
持
つ
環
境
が
充
実
す
る
取
組

50

50

0

㊴�

歴
史
と
文
化
等
を
情
報
発
信
す
る
体
制
の
確
立
と
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
を
進

め
る
取
組

47

48

-1

設
　
問

満足度
（点）
昨年度
（点）

点差

㊵�

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
多
様
な
人
材
の
育
成
や
受
入
が
行
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り

が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、
多
く
の
住
民
が
行
政
と
の
協
働
に
参
画
し
、
本
町
や

地
域
に
対
す
る
愛
着
を
醸
成
す
る
取
組

51

49

2

㊶�

男
女
共
同
参
画
社
会
が
大
き
く
前
進
し
、
女
性
も
男
性
と
と
も
に
社
会
で
活
躍

す
る
た
め
の
取
組

50

50

0

㊷�

各
地
域
の
拠
点
施
設
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
、

住
民
、
行
政
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
も
って
、
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
を
解
決
す
る
取
組

52

50

2

㊸
多
く
の
人
が
本
町
を
訪
れ
、
選
ば
れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
る
取
組

50

48

2

㊹�

本
町
で
生
活
す
る
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
と
平
等
な
立
場
で
社

会
参
加
で
き
る
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
取
組

53

51

2

設
　
問

満足度
（点）
昨年度
（点）

点差

��

誠
実
で
正
確
か
つ
迅
速
な
行
政
運
営
に
あ
た
る
職
員
の
育
成
と
効
率
的
か
つ
効
果

的
で
柔
軟
な
行
政
組
織
づ
く
り
へ
の
取
組

53

50

3

��

各
種
財
政
指
標
と
比
較
し
健
全
な
状
態
で
、
身
の
丈
に
合
っ
た
安
定
し
た
財
政

運
営
へ
の
取
組

50

48

2

��
自
治
体
間
や
事
務
の
権
限
移
譲
に
よ
り
、
効
果
的
な
自
治
体
運
営
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
向
上
す
る
取
組

52

51

1

��

全
て
の
住
民
が
、
紙
媒
体
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
な
ど
を
通
し
、
高
い
関
心
を
も
っ
て

行
政
情
報
を
得
ら
れ
、
活
用
で
き
る
取
組

40

44

-4

��

デ
ジ
タ
ル
化
と
既
存
の
窓
口
業
務
を
並
行
し
た
住
民
へ
の
利
便
性
向
上
、
住
民
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
誰一人
取
り
残
さ
な

い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
を
実
現
す
る
取
組

48

52

-4
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摩周湖の景観を未来へ！〈摩周湖水質調査を継続するプロジェクト〉
クラウドファンディング実施します!

【12月～２月予定】

問い合わせ先／摩周湖環境保全連絡協議会
（事務局：役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通））

詳しくはこちらをチェックしてください!!

　皆さんもご存知のとおり、摩周湖は世界有数の透明度を誇り、毎年多
くの観光客が訪れる、美しい湖です。そんな摩周湖ですが、毎年研究機
関による水質調査が行われていたことを知っていますか？
　令和元年より、摩周湖環境保全連絡協議会（清里町、別海町、中標津
町、標茶町、本町）において調査を引き継いでいますが、資金調達のた
めクラウドファンディングを実施しています！
　町民の皆さんには非常に身近な存在である摩周湖ですが、この調査を
断念してしまうと、美しい「摩周ブルー」が失われてしまうかもしれま
せん。摩周湖は日本で唯一の国際的な水質観測地点として、地球環境を
監視している湖でもあります。皆さんからのご支援、お待ちしています！
※専用サイトに公開次第、町公式ホームページやチラシなどでお知らせします。

★摩周湖環境保全連絡協議会について（町公式ホームページ）
https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/
kankyoseikatsuka/1/2/2665.html

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

COOL CHOICE（クールチョイス）とは…
 地球温暖化を防止するため、省エネ･低炭素型の｢製品｣｢サービス｣
｢行動｣など、『賢

・
い
・

選
・

択
・

』をしていこうという国民運動です。

小さなことからコツコツと!！
　環境に配慮した行動と選択の積み重ねが地球や家庭の｢エコ｣につながります。
 年末は、各家庭で掃除・片付けをする機会が多い季節です。家の中や物置などに粗大ごみは
眠っていませんか？「この機に捨ててしまいたいけど、出し方がわからない…」と思っている
方へ、普段捨てる機会の少ない粗大ごみの捨て方を改めてご紹介します！

COOL
CHOICE
COOL
CHOICEエコの

すすめ

①ご自身で町廃棄物処理施設（美留和処理場）へ搬入する方法
【手数料：10㎏あたり96円（税別）】

·営業日 月～金曜日（祝祭日を含む）� ９～16時まで
      土曜日、第２・第４日曜日� � ９～12時まで
      ※�５～６月の日曜日については第１・第５日曜も開場しており

ます。

②事前に役場環境生活課へ電話予約し、引き取りを依頼する方法
                    �【手数料：10㎏あたり210円（税別）】
·引き取り日：月～金曜日（平日のみ）

粗
大
ご
み
の
出
し
方

　町ではタンス・ソファ
ー・ベッド・自転車など
の指定のごみ袋に入ら
ない大型のごみを粗大
ごみとして扱っていま
す。
※詳しくは、てしかがの
「ごみの分け
方・出し方辞
典」たつじん
を参考にして
ください。

粗大ごみって？

 ②電話による引き

取り依頼をする際

の注意事項!!

・粗大ごみの内容（種類・数量・サイズなど）を必ず役場担当者へお伝えください。
・引き取りの際には粗大ごみを外に出してください。
・ ご希望の日時に沿えない場合もございます。１週間程度、余裕をもってご予約ください。
・12月は特に大掃除をする家庭が多いため、美留和処理場が混み合う場合があります。

なお、テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、エアコン、衣類乾燥機の6品目は町で回収しておりません。
　購入いただいたお店か町内の電気店に処分を依頼してください。
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災害による被害

釧路町、標茶町との連携に関する協定

防災ワンポイントコーナー

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

前列左から釧路町長、標茶町長、德永町長

 11月１日、発達した低気圧の影響で暴風警報が発表さ
れ、町では18時30分頃に最大瞬間風速30.8メートル（時速
約111キロメートル）が記録されました。この暴風により、
屋根の剥がれや倒木が多数発生し、老朽や破損の著しい
空き家などの家屋からの飛散物が、近隣家屋や車両に損
傷を与えた事例も報告されました。
 暴風に限らず、豪雨や地震などの災害により被災し、
保険請求をする際には、罹災証明書が必要となる場合が
あります。罹災証明書の交付を希望される方は役場総務
課防災情報係までお問い合わせください。

 11月４日、町、釧路町および標茶町は、大規模災害発生
時などに広域避難や広域一時避難を円滑に実施し、備蓄し
ている非常食や防災ベッドなどの物資を相互に融通し合う
協定を締結しました。これにより、アトサヌプリ（硫黄山）
の噴火時に他町からの援助を得たり、町民が釧路町や標茶
町で被災した場合にその両町で避難したりするなど、相互
の連携体制が更に強化されました。

屋根の剥がれ 釧路川沿いの倒木

問い合わせ先：☎483-4100／８時～17時／水曜日定休

13時30分-15時30分
人
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文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化祭祭・・発発発発発発発発発表表表表表表表表表会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 町内で文化祭や発表会が開催され、園児や児童、生徒は日頃の練習の成果を発揮しました。
子どもたちの成長を感じる文化祭・発表会に、各会場は保護者の皆さんからの大きな
拍手で包まれました。

2025

10／４ リコーダーで奏でる綺麗な音色（川湯中学校）10／４ リコーダーで奏でる綺麗な音色（川湯中学校）

10／25　屈斜路クイズ王決定戦（和琴小学校）10／25　屈斜路クイズ王決定戦（和琴小学校）

11／２　元気よくダンス（川湯小学校）11／２　元気よくダンス（川湯小学校）

11／１　一生懸命練習した鍵盤ハーモニカ（認定こども園ましゅう）11／１　一生懸命練習した鍵盤ハーモニカ（認定こども園ましゅう）

11／８　練習の成果を披露（弟子屈小学校）11／８　練習の成果を披露（弟子屈小学校）

11／15　ハキハキとした声で発表（川湯保育園）11／15　ハキハキとした声で発表（川湯保育園） ９／27　３年生による劇「間違いだら　けの手紙」（弟子屈中学校）９／27　３年生による劇「間違いだら　けの手紙」（弟子屈中学校）
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町内で文化祭や発表会が開催され、園児や児童、生徒は日頃の練習の成果を発揮しました。
子どもたちの成長を感じる文化祭・発表会に、各会場は保護者の皆さんからの大きな
拍手で包まれました。

2025

９／27　３年生による劇「間違いだら　けの手紙」（弟子屈中学校）９／27　３年生による劇「間違いだら　けの手紙」（弟子屈中学校）

10／４　「大鵬の生涯」を演じる（川湯中学校）10／４　「大鵬の生涯」を演じる（川湯中学校）

10／31　お父さんお母さんにお披露目（認定こども園ましゅう）10／31　お父さんお母さんにお披露目（認定こども園ましゅう）

10／18　10／18　可憐な衣装で登場（美留和小学校）可憐な衣装で登場（美留和小学校）

11／2　５・６年生による劇「雲の上の三武将」（川湯小学校）11／2　５・６年生による劇「雲の上の三武将」（川湯小学校）

10／18　息を合わせた見事な演奏（美留和小学校）10／18　息を合わせた見事な演奏（美留和小学校）

９／27　会場に響く合唱のハーモニー（弟子屈中学校）９／27　会場に響く合唱のハーモニー（弟子屈中学校）

12
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Ａ
Ｉ
時
代
の
親
子
ル
ー
ル

　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
を
経
て
、
子
ど

も
た
ち
の
学
習
環
境
に
は
一
人
一
台
の
端
末

が
定
着
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恩
恵
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
利
便
性
の
裏

側
で
、
生
徒
指
導
上
の
課
題
も
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷
や

い
じ
め
、
犯
罪
被
害
へ
の
誘
導
と
い
っ
た
問

題
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
す
。
そ
の
た
め
、

各
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
子
様
の

安
全
を
守
る
た
め
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
の
使
用
や
、
利
用
時
間
・
内
容
に
関
す

る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
困
っ
た
時
に
は
す
ぐ
に
相
談
で
き

る
親
子
間
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
「
影
」
の

部
分
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
は
、
私

た
ち
大
人
共
通
の
責
務
で
す
。

　
そ
し
て
今
、
私
た
ち
の
社
会
は
、
技
術

の
急
激
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ

の
き
っ
か
け
は
、
生
成
A
I
（
ジ
ェ
ネ

レ
ー
テ
ィ
ブ
A
I
）
を
初
め
て
一
般
社

会
に
普
及
さ
せ
、
身
近
な
も
の
と
し
た

「
C
h
a
t
G
P
T
」
の
登
場
に
あ
り
ま

す
。
文
章
や
画
像
な
ど
を
瞬
時
に
生
成
す

る
こ
の
技
術
は
、
若
者
言
葉
で
「
チ
ャ
ッ

ピ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
身
近
な
存
在
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
決
定
づ

け
る
よ
う
に
、
G
o
o
g
l
e
が
提
供
す

る
生
成
A
I
サ
ー
ビ
ス
「
G
e
m
i
n
i

（
ジ
ェ
ミ
ニ
）」
の
一
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
18

歳
以
上
ま
た
は
13
歳
以
上
に
設
定
さ
れ
て

い
た
利
用
可
能
な
年
齢
制
限
が
、
令
和
7

年
（
2
0
2
5
年
）
7
月
以
降
、
教
育
機
関

向
け
ア
カ
ウ
ン
ト
を
中
心
に
順
次
撤
廃
さ
れ

る
動
き
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

A
I
が
学
習
の
道
具
と
し
て
、
も
は
や
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
り
つ

つ
あ
る
証
拠
で
あ
り
、
教
育
環
境
は
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
生
成
A
I
の
普
及
は
、
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
一
方
で
、
私
た

ち
大
人
が
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
生
徒
指
導

上
の
課
題
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
A
I
の
回
答
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
に

よ
る
思
考
力
の
低
下
や
安
易
な
依
存
で
す
。

例
え
ば
、
A
I
に
宿
題
や
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

さ
せ
て
提
出
し
た
り
、
A
I
が
生
成
し
た
情

報
を
自
分
で
検
証
せ
ず
に
信
用
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
A
I
が
生
成
し
た
著

作
物
や
他
人
の
作
品
を
無
断
で
利
用
す
る
こ

と
に
よ
る
倫
理
的
な
問
題
や
著
作
権
侵
害
の

リ
ス
ク
、
そ
し
て
A
I
と
の
対
話
を
通
じ

て
、
自
分
の
住
所
や
家
族
構
成
な
ど
の
個
人

情
報
を
不
用
意
に
入
力
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
侵
害
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
無
視
で
き
ま

せ
ん
。

　
私
た
ち
大
人
は
、
従
来
の
S
N
S
利
用
の

危
険
性
に
関
す
る
注
意
喚
起
を
継
続
し
つ

つ
、
こ
の
新
し
い
生
成
A
I
時
代
に
お
け
る

「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」（
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
責
任
あ
る
市
民
性
）
を
子
ど
も

た
ち
に
教
え
、
導
い
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま

す
。
ご
家
庭
に
お
い
て
は
、
A
I
を
「
宿
題

の
代
行
者
」
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
思
考

の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

ル
ー
ル
を
子
ど
も
と
共
に
考
え
、
そ
の
使
い

方
を
一
緒
に
学
ぶ
姿
勢
が
大
切
で
す
。
学

校
、
家
庭
、
そ
し
て
地
域
が
連
携
し
、
子
ど

も
た
ち
が
デ
ジ
タ
ル
の
光
と
影
の
両
方
を
知

り
、
自
立
し
た
ネ
ッ
ト
社
会
の
担
い
手
と
な

れ
る
よ
う
、
継
続
的
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
実
は
、
こ
の
文
章
も
「
G
e
m
i
n
i

（
ジ
ェ
ミ
ニ
）」
に
相
談
し
な
が
ら
作
成
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
大
人
が
し
っ
か
り
と
「
知

る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。）

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
　

　
副
会
長
　
齊
藤
靖
恵
　

（
弟
子
屈
町
立
美
留
和
小
学
校
長
）

　
川
湯
小
学
校
は
、
全
校
26
名
と
い
う
人
数

で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
休
み
時
間

に
は
学
年
関
係
な
く
外
や
体
育
館
で
遊
ぶ
な

ど
、
仲
良
く
明
る
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
児

童
会
活
動
で
は
、
児
童
会
長
を
中
心
と
し

て
、
よ
り
良
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
川
湯
小
学
校
で
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「
フ
レ
ン
ド
ポ
ス
タ
ー
」
で

す
。
一
階
ホ
ー
ル
に
全
校
児
童
の
顔
写
真
と

簡
単
な
紹
介
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
友
達
に

自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
い
じ
め
を

防
ぐ
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
作
成

は
児
童
会
事
務
局
が
行
っ
て
お
り
、
児
童
の

写
真
撮
影
を
し
た
り
、
紹
介
す
る
た
め
の
質

問
内
容
を
考
え
た
り
と
、
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
縦
割
り
班
活
動
」
で
す
。
運

動
会
で
の
リ
レ
ー
チ
ー
ム
を
も
と
に
し
て
、

一
年
間
同
じ
縦
割
り
班
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
日
常
の
掃
除
や
校
舎
外
清
掃
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
班
の
メ
ン
バ
ー
の
交
流
が

増
え
る
と
と
も
に
、
高
学
年
が
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
下
級
生
を
ま
と
め
る
姿
も
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
保
体
委
員
会
に
よ
る
「
保
体

集
会
」、
放
送
委
員
会
に
よ
る
「
ク
イ
ズ
大

会
」、
図
書
委
員
会
に
よ
る
「
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
な
ど
、
全
校
児
童
が
参
加
で
き
る
企

画
を
各
委
員
会
で
考
え
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
児
童
が
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
児
童
会
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１

弟
子
屈
町
生
徒
指
導

　
　

 

連
絡
協
議
会
便
り

№25

令和７年
12 月１日

川
湯
小
学
校
の
取
り
組
み

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡

　
　
　
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
、
本
格
的
な
冬
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
の
理
念
で
あ
る
「
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
、児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に

関
わ
っ
て
い
く
」の
も
と
、今
後
も
関
係
各

団
体
か
ら
の
情
報
発
信
や
、
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
情
報
提
供
の
場
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、町
内
で
の
子

ど
も
た
ち
の
様
子
で
お
気
づ
き
の
こ
と
な

ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

　
事
務
局（
弟
子
屈
町
立
弟
子
屈
中
学
校
）

　
　
　
　
　
電
話
　
４
８
２
︱
２
０
７
１
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弟子屈小学校☎482-2044 　川湯小学校☎483-2041 　和琴小学校☎484-2061 　美留和小学校☎482-1097
弟子屈中学校☎482-2071 　川湯中学校☎483-2337 　弟子屈高校☎482-2237

弟子屈町　弟子屈防犯協会　川湯防犯協会　町少年補導委員会
弟子屈警察署☎482-2110　　川湯駐在所☎483-2151

＜ 冬 休 み 期 間 ＞
町内各小中学校→12月26日㈮～令和８年１月14日㈬
弟子屈高等学校→12月24日㈬～令和８年１月14日㈬

令和７年度
冬休みの
しおり 安全にすごすために安全にすごすために

 間もなく子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。冬休み期間は子ど
もが地域に出て過ごす時間が多くなります。町民の皆さんにおかれましては、見守

りの輪を広げ、時には声をかけていただけるとありがたく存じます。地域の子どもたちに関心を持っていただき、
ご協力いただけますようよろしくお願いします。
 一方、インターネットなどを介したトラブルが大きな社会問題になっています。どこに住んでいても犯罪に巻
き込まれる危険性があります。各家庭におかれましては、スマホやゲーム機器などの使用にかかわる家庭でのルー
ルづくりやフィルタリングの設定、「弟子屈町メディアルール」の活用などを通して、子どもたちを守っていた
だければと思います。

町生徒指導連絡協議会・町教育委員会

町民の皆さんへ

（広告）

▶命を大切にしよう

▶生活のリズムを守ろう

▶ 非行を起こさないよう
にしよう

▶ 事故には十分に注意し
よう

・計画的に学習に取り組み、苦手な範囲を復習しましょう。
・�「弟子屈町メディアルール」を守り、インターネットを通したトラブルには十分
気をつけましょう。

・外出するときには、帰宅時間や行き先を保護者に必ず伝えましょう。
・帰宅時間を守りましょう（小学校・中学校・高校で異なります）。
・�ゲームセンターやカラオケボックスなどの遊技場を利用する際は、学校のルールを守りましょう。
・�軒下や雪山、河川や湖の立入禁止区域など、危険な場所には行かないようにしましょう。
・地域住民や周りの人に心配や迷惑をかけないよう心がけましょう。
・小中学生のみでの外泊は禁止です。
・�冬休み中、もし家の人や学校の先生以外に何か相談したいことがあれば、『子ども相談支援セン
ター』☎０１２０-３８８２-５６（無料）でも専門の職員が24時間いつでもお話を聞いてくれます。
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ま
ち
づ
くり
政
策
課
政
策
調
整

皆

皆

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
政
策
調
整
係
　
４
８
２
‐
２
９
１
３（
課
直
通
）

誹
謗（
ひ
ぼ
う
）

ご
投
函

ご
投
函 谷谷

対
し

皆

令
和
８

あ
っ
と
い
う
間
に
12
月
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
秋
が
短
く
、
急
に
寒
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。体
調
は
い
か
が
で
す
か
？
こ

れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
忙
し
い
時
期
に
な
る

の
で
、
し
っ
か
り
食
べ
て
、
動
い
て
、
ゆ
っ
く

り
休
む
こ
と
を
忘
れ
ず
に
お
過
ご
し
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

冬
は
気
温
が
低
く
な
る
た
め
、
身
体
が
冷

え
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。こ
の
時
期
に
適

度
に
運
動
す
る
こ
と
は
、
体
力
向
上
だ
け
で

な
く
、寒
さ
対
策
と
し
て
も
効
果
的
で
す
。こ

の
時
期
は
、
体
を
動
か
す
機
会
が
減
り
が
ち

で
す
が
、心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、運

動
が
必
要
不
可
欠
で
す
。冬
の
運
動
の
メ
リ

ッ
ト
や
、
室
内
で
気
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

ス
ト
レ
ッ
チ

と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
つ
い

て
ご
紹
介
し

ま
す
。

<
冬
の
運
動
の
メ
リ
ッ
ト
>

冬
に
体
を
動
か
す
と
良
い
こ
と
は
、
主
に

３
つ
あ
り
ま
す
。

❶
血
流
促
進
：
運
動
で
体
温
が
上
昇
し
、
冷

え
た
体
を
暖
め
ま
す
。
冷
え
性
の
改
善
や

免
疫
力
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。

❷
カ
ロ
リ
ー
消
費
量
が
ア
ッ
プ
：
寒
い
環
境

で
は
、
体
温
を
保
つ
た
め
に
カ
ロ
リ
ー
消

費
量
が
増
加
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
冬
場

の
運
動
は
効
率
の
よ
い
脂
肪
燃
焼
が
期
待

で
き
ま
す
。

❸
心
の
健
康
に
も
貢
献
：
運
動
は
ス
ト
レ
ス

解
消
や
気
分
を
前
向
き
に
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

外
が
寒
い
か
ら
と
い
っ
て
動
か
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
で
す
！
こ
の
冬
は
、
暖
房
の

効
い
た
室
内
で
も
で
き
る
運
動
を
習
慣
化
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

<
室
内
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
>

外
出
が
億
劫
に
な
る
寒
い
冬
で
も
、
室
内

で
手
軽
に
運
動
を
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。お

す
す
め
の
室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ

チ
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
全
身
の
血
流
を
促
す
﹁
動
的
ス
ト
レ
ッ
チ
﹂

動
き
な
が
ら
体
を
ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ
で

す
。例
と
し
て「
ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
に
肩
回

し
や
背
伸
び
」を
取
り
入
れ
る
と
、短
時
間
で

体
が
温
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
前
な
ど
に
行
う
と
、
け
が
予
防
に
も

効
果
的
で
す
。

❶
肩
回
し
：
肩
甲
骨
ま
わ
り
の
コ
リ
を
ほ
ぐ

し
、
体
全
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
す
。

❷
足
踏
み
、
膝
の
引
き
上
げ
：
血
液
循
環
が

促
進
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
先
を
上
げ
下
げ
す

る
運
動
だ
け
で
も
、
転
倒
予
防
に
効
果
的

で
す
。

❸
音
楽
を
使
っ
た
軽
い
ダ
ン
ス
や
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
：
お
気
に
入
り
の
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
す
だ
け
で
も
、
気
分
を
高
め
つ

つ
運
動
量
を
増
や
せ
ま
す
。

<
﹁
継
続
﹂
を
目
指
そ
う
！
>

運
動
は
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。1
日

10
分
で
も
で
き
る
も
の
か
ら
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。運
動
習
慣
が
な
い
方
は
、室
内
で
簡

単
に
で
き
る
よ
う
な
も
の
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。「
10
分
間
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
み

る
」、「
10
回
ず
つ
腹
筋
、
背
筋
、
腕
立
て
伏
せ

を
し
て
み
る
」な
ど
お
す
す
め
で
す
。運
動
で

き
た
日
は
カ
レ
ン
ダ
ー
に
マ
ー
ク
を
付
け
る

こ
と
も
、
継
続
す
る
た
め
の
や
る
気
に
繋
が

り
ま
す
。

暖
か
い
室
内
で
快
適
に
運
動
を
行
い
、
寒

い
季
節
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！
健

康
な
心
と
体
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
こ
の
冬

こ
そ「
身
体
を
動
か
す
習
慣
」を
ス
タ
ー
ト
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

「
冷
え
や
す
い
季
節
だ
か
ら
こ
そ

「
冷
え
や
す
い
季
節
だ
か
ら
こ
そ
カ
ラ
ダ
を
動
か
そ
う

カ
ラ
ダ
を
動
か
そ
う
！
」
！
」

今月の管理栄養士

鈴木　早那子さん

目
め

黒
ぐろ

愛
まな

華
か

ちゃん戸
と

松
まつ

愛
めい

ちゃん
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　目に見える汚れがあるとアルコールが浸透
しづらかったり、アルコールが効きにくいウ
イルスがあったりするので、石けんと流水に
よる手洗いで汚れやウイルスを洗い流すこと
が大切です。手洗いができない場合はアル
コール消毒をしましょう。

感染症を予防するために
～手洗いの基本～

　外出先からの帰宅時や調理の前後、
食事前、トイレの後などこまめに手を
洗いましょう。

　寒く乾燥した時期にはインフルエンザウイルスやRSウイルス、ノロウイルス、ロタウイルスなどさま
ざまな感染症が流行します。手洗いの他にも「咳やくしゃみが出ている時にはマスクをつける・ハンカチ
などで押さえる」「うがいで喉に付着した菌やウイルスを外に出す」「体調の悪い時は外出を控える」など
で感染症を予防して、元気に冬を乗り越えましょう。

　年末年始はイベントや冬休み、帰省など人の
移動が多く、感染症も流行します。
　感染症対策の基本は「手洗い」や「マスクの
着用を含む咳エチケット」です。

手洗いとアルコール消毒、
どちらが良いの？？手洗い!

●「医療費のお知らせ」とは
　健康管理の重要性をより強く意識していただくため、対
象期間に医療機関などを受診したすべての被保険者の皆さ
んへ、診療日数や医療費などを掲載した「医療費のお知ら
せ（医療費通知）」を年２回、ハガキで送付しています。

◆「医療費のお知らせ」を活用しましょう
　診療日数や医療費などに間違いがないか確認するとともに、医療費の推移や健康状況を把握することで、自身
の健康管理に努めましょう。

◆医療費控除の申告について
　医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。医療費控除の申告に関することは、
税務署にお問い合わせください。

◆発送予定月・対象診療月
発送予定月 診療月

令和８年１月（上旬） 令和７年１月～９月

令和８年２月（下旬） 令和７年10月～12月

◆亡くなった方の医療費のお知らせについて
　医療費のお知らせは、健康管理の重要性を意識していた
だくことを目的としていますので、亡くなった方へは送付
しておりません。送付を希望される場合は、健康こども課
保険年金係までお問い合わせください。

受診月日 診療を受けた医療機関等 診療区分 自己負担額
食事療法・生活療養費

医療費の総額日数
回数 費用額 標準負担額

令和７年1月 ○○薬局 医科外来 18,0001

令和７年2月 ××薬局 調剤 10,0001

令和７年3月 △△薬局 医科入院 202,000 6,9005

合計 230,000

1，800

1,000

20，200 15

23,000

11,490

11,490 6,900

【イメージ図】

後期高齢者医療制度のお知らせ 医療費のお知らせ（医療費通知）について

問い
合わせ先

▶北海道後期高齢者医療広域連合
【住所】�〒０６０-００６２　札幌市中央区南２条西14丁目国保会館６階
【電話】０１１-２９０-５６０１
▶弟子屈町役場�健康こども課　保険年金係
【電話】４８２-２９３５（課直通）

石けんで洗い終わったら十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルで
水気をよく拭き取って乾かします。

問い合わせ先／役場健康こども課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

【出典】厚生労働省「感染症対策へのご協力をおねがいします -①手洗い」より抜粋。
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差
出

有
効

期
間

令
和

８
年

３
月

 31日
ま

で

料
金

受
取

人
払

郵
便

まちづくり政策課 政策調整係

　
行

弟子屈町中央２丁目３番１号

弟子屈町役場

釧
路

中
央

局

5132
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　今月はごみ処理の特集を作成しました。僕自
身もごみを捨てるときに、「この捨て方」でいい
のかな？と思って捨てていました。

　実際にごみの処理を行っている美留和処理
場・釧路広域連合清掃工場まで足を運んだこと
で、ごみ処理の仕組みを知ることができました。
仕組みを知ることでごみを捨てるときに意識す
べきことがわかりました。

　美留和処理場は個人のごみを持ち込みするこ
とでも見に行くことができますので、ぜひー度
現場に足を運んでみてください !

皆さんは自分が捨てたごみがその後どうなっているか知っていますか？
意外と知らないごみ問題について調査してきました。

認定こども園ましゅうに新たな企業研修型協力隊員が着任しました。
活躍に期待です！

弟子屈高校の　　　　　　　弟高ニュース弟子屈高校の　　　　　　　弟高ニュースいまいまが分かる！が分かる！

vol.16人財セッション・noteはじめました

　今年からの新たな取り組みとして、高校1年生を対象とした

「人財セッション」の授業がスタートしました。町内の各分野で

活躍する方々から、弟子屈の魅力や課題、自身のキャリアを語っ

ていただき、生徒自身の探究活動に向けて多様な物事の見方・考

え方を身につけてもらおうという授業です。快く講演依頼を引

き受けてくださった講師の皆さんからアツく語られた思いが、

生徒にどのように響いていくのか、これからが楽しみです！

　そしてもう一つ。文章をメインとした記事を手軽に発信でき

る「note（ノート）」の公式アカウントが始動しています。既に運

用しているホームページ内の「T高日誌」やInstagramとともに、

学校の様子をご覧いただけるように発信していきますので、ぜ

ひご覧ください！

地学協働コーディネーター　萩原寛暢・川上椋輔
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 町では「滞納のないまち」をめざし、納期限を過ぎても未
納が続く滞納者に対し、法律に基づいた財産調査や差押を行
うなど、徴収強化を図っています。
 令和６年度は、480万円以上の差押を実施しています。
（右グラフ参照）
 納税は義務であり、滞納は許されることではありません。
 12月は「町税等完納強調月間」です。税だけでなく、各種
保険料や使用料などに納め忘れがないか、もう一度確認して
ください。

督促状の作成、郵送には税金が使われています。
 納期限を過ぎても未納が続くときには、法律に基づき督促状を郵送しなければなりません。督促状には１通
100円以上の費用を要します。この費用には税金が使われていて、皆さんが納期を守ることで減らすことがで
きます。皆さんからお預かりした大切な税金をもっと身近な行政サービスに使うため、納期内納付へのご協力
をお願いします。

納付が困難な方は必ずご相談ください。
 やむを得ない事情により一時的に納付が困難な方や、まとめて納付ができない方には計画的な納付ができる
よう相談も受け付けています。滞納を放置することはしないでください。

100
150
200
250
300
350
400
450
500
550
600

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

差押額の推移

392万円 454万円
485万円

364万円
443万円

12月は町税等完納強調月間です。
町税や保険料・水道料・住宅使用料などの各種使用料の納付はお済みですか？

 税金の滞納により町が差し押さえた家電製品や
日用品などの公売会を開催します。
 安くて割と良品揃い、約15品のオークション。
どなたでも参加いただけます。多数の方のご来場
をお待ちしています。

▶日　　程　入札期間 12月３日㈬～５日㈮ ９時～17時
・�会場で欲しいものを見つけて、期間内に入
札してください。
・落札者の方には12月８日㈪以降に連絡しま
す。

▶会　　場 町公民館ロビー

▶注意事項 ・公売物件には未使用品のほか、中古品も含
まれています。キズや傷みのある物件もあ
りますので、よくご確認ください。

・�公売物件の買受け後の保証はありません。また、いかなる理由があっても返品、交換はできま
せん。
・�物品によっては予告なく公売を中止することがあります。

問い合わせ先�/�役場税務課納税係☎４８２‐２９１４（課直通）

各種除雪用品各種除雪用品電気圧力鍋電気圧力鍋

てしかが公売会を
開催します！
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2025.12／№306 Teshikaga.Town.Sports.NEWS
社会教育課スポーツ係
☎482-2948（課直通）／　 482-2343

弟
子
屈
ク
ッ
シ
ー
ズ
が

全
道
大
会
で
第
３
位

10
月
18
日
・
19
日
に
開
催
さ
れ
た
、

な
な
か
ま
ど
杯
第
31
回
北
海
道
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
弟
子
屈
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団
（
弟
子
屈
ク
ッ
シ
ー

ズ
）
が
出
場
し
、
見
事
第
３
位
と
な
り

ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
で
北
海
道
Ｕ-

15
に

選
抜
さ
れ
ま
し
た

　
選
抜
大
会
の
出
場
が
あ
り
、
岩
原
教

育
長
に
向
け
、
表
敬
訪
問
を
実
施
し
ま

し
た
。

▼
２
０
２
５
年
度
北
海
道
Ｕ
-
15

　
秋
季
交
流
大
会（
11
月
15
日
・
16
日
苫

小
牧
市
）

　
今
井
俐
玖（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
生
）

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
備
品

の
貸
出
に
つ
い
て

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
備
品
の
貸

出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

•
歩
く
ス
キ
ー
セ
ッ
ト

•
ス
ケ
ー
ト
シ
ュ
ー
ズ

　
貸
出
は
12
月
１
日
㈪
か
ら
開
始
、
貸

出
期
間
は
２
週
間
と
な
り
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
教
室
開
催
の

お
知
ら
せ

▼
主
催
／
町
教
育
委
員
会

▼
日
時
／
１
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

10
時
～
11
時
50
分

予
備
日
／
１
月
12
日
㈪

10
時
～
11
時
50
分

▼
場
所
／
町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

▼
対
象
者
／
年
長
か
ら
小
学
校
６
年
生

▼
講
師
／
守
屋
結
香
さ
ん
・
大
宮
博
史

さ
ん
他

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
込
締
切
日
／
12
月
26
日
㈮

※
リ
ン
ク
の
造
成
や
悪
天
候
に
よ
り
、

中
止
す
る
場
合
や
い
ず
れ
か
１
日
の

み
の
開
催
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
場
情
報

　
町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
に
つ
い

て
は
、
12
月
25
日
㈭
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

随
時
情
報
を
更
新
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
営
業
時
間
は
、
次
の
通
り
で
す
。

▼
通
常
／
９
時
～
20
時
30
分

▼
冬
休
み
期
間
／
９
時
～
17
時

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
係
☎
４
８
２
-

２
９
４
８
（
課
直
通
）
ま
で
。

弟子屈クッシーズの皆さん表敬訪問の様子

過去スケート教室
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各
部
門
で
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露

第
76
回
弟
子
屈
町
総
合
文
化
祭

　
第
76
回
町
総
合
文
化
祭
が
摩
周
観
光

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
部
門
に
分
け
て

行
わ
れ
、
10
月
２
日

か
ら
５
日
に
か
け
て

展
示
部
門
を
開
催
。

16
の
団
体
と
２
組
の

個
人
の
参
加
者
が
手

芸
や
陶
芸
、
絵
手
紙

な
ど
日
ご
ろ
の
文
化

活
動
の
成
果
を
発
表

し
、
訪
れ
た
方
々
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
茶
道
部
門
お
よ
び

芸
能
発
表
は
10
月
26
日
に
開
催
し
、
茶

道
部
門
は
表
千
家
と
裏
千
家
合
同
で
町

民
茶
会
を
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
し
た
。芸

能
発
表
は
18
団
体
か
ら
延
べ
２
５
２
人

が
参
加
し
吹
奏
楽
や
ダ
ン
ス
、
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
な
ど
練
習
を
重
ね
て
き
た

成
果
を
披
露
。会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
の参加

者
を
募
集

「
ア
イ
ヌ
文
様
刺
し
ゅ
う
体
験
」

　
ア
イ
ヌ
刺
し
ゅ
う
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。今
回
は
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
作
り
ま

す
。

▼�

日
時
／
全
２
回
　
１
月
17
日
㈯
・
31

日
㈯
　
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
町
公
民
館
研
修
室

▼
講
師
／
町
内
在
住
　
武
田
千
鶴
さ
ん

▼
定
員
／
15
人

▼�

参
加
資
格
／
２
回
と
も
受
講
す
る
こ

と
が
で
き
る
町
民
の
方

▼
参
加
料
／
２
，０
０
０
円

▼�

持
ち
物
／
裁
縫
道
具（
黒
糸
、チ
ャ
コ

ペ
ン
、は
さ
み
、針
な
ど
）、刺
し
ゅ
う

針
　

▼
申
込
締
切
／
12
月
25
日
㈭

▼�
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
申
込
フ
ォ

ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❑�
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公

民
館
☎
４
８
２
--
２
３
４
０
ま
で
。

❑�

申
込
フ
ォ
ー
ム�

Ｕ
Ｒ
Ｌ
／

　�https://w
w
w
.harp.

lg.jp/f8pN
oytA

金
澤
三
惠
子
さ
ん
に

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰

　
町
社
会
教
育
委
員
の
金
澤
三
惠
子
さ

ん
が
、
令
和
７
年
度
全
国
社
会
教
育
委

員
連
合
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
10
月
30
日
、
岩
手
県
盛
岡

市
で
開
催
さ
れ
た
第
67
回
全
国
社
会
教

育
研
究
大
会
で
行
わ
れ
、
金
澤
さ
ん
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
澤
さ
ん
は
社
会
教
育
委
員
19
年

目
。こ
の
内
、社
会
教
育
委
員
長
と
し
て

10
年
間
務
め
ら
れ
、
長
年
に
渡
り
社
会

教
育
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
功
績

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の

表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

「
望
遠
鏡
を
作
っ
て
月
を
見

よ
う
！
」を
開
催
し
ま
し
た

　
町
教
育
委

員
会
で
は
、

て
し
か
が
子

ど
も
ク
ラ
ブ

事
業
と
し

て
、
10
月
31

日
に
「
望
遠

鏡
を
作
っ
て

月
を
見
よ

う
！
」
を
町

公
民
館
で
実

施
し
ま
し
た
。て
し
か
が
星
空
愛
好
会

の
馬
場
一
郎
会
長
と
、同
会
員
５
人
、高

校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
人
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、
町
内
の
小
中
学
生
17
人

が
参
加
し
ま
し
た
。講
座
で
は
望
遠
鏡

の
仕
組
み
や
月
の
特
徴
を
座
学
で
学

び
、
望
遠
鏡
の
キ
ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
組

み
立
て
ま
し
た
。観
察
会
は
あ
い
に
く

の
曇
り
空
で
本
物
の
月
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
望
遠
鏡
の
使
い
方
や
注

意
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
も
体
も
暖
か
く

手
編
み
の
帽
子
づ
く
り

　
公
民
館
講
座
「
手
編
み
の
帽
子
づ
く

り
」
を
11
月
８
日
と
22
日
の
２
回
に
わ

た
り
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。８

人
が
参
加
し
、
講
師
の
土
田
春
恵
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、
土
田
さ
ん
が
手
紡
ぎ

し
た
毛
糸
を
使
い
ど
ん
ぐ
り
帽
子
を
制

作
。４
本
の
編
み
針
を
使
い
、手
編
み
の

あ
た
た
か
さ
が
あ
ふ
れ
る
、
可
愛
ら
し

い
帽
子
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。参
加

者
か
ら
は「
か
ぶ
る
の
が
楽
し
み
」と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

生涯学習だより
▶発行／町教育委員会社会教育課☎482-2948（課直通）

展示の様子展示の様子

町民茶会の様子町民茶会の様子

アイヌ文様の刺しゅうを施してアイヌ文様の刺しゅうを施して

実際に望遠鏡を覗く児童ら実際に望遠鏡を覗く児童ら

参加者同士交流をしながら制作参加者同士交流をしながら制作

表彰状を手に表彰状を手に

オープニング「弟子屈町民の歌」オープニング「弟子屈町民の歌」
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交番だより　令和７年12月号

弟子屈警察署
所在地交番
☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

弟子屈警察署ホームページ　https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/00ps/teshikaga-syo/index.html

令和７年１２月発行 第３３９号
弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２－２１１０（弟子屈警察署内）

犯人は、周囲の目をとても嫌がります。

防犯カメラは「人の目」の代わりに

犯人の行動を24時間撮影し、

犯行を躊躇させるという抑止効果があります。

また、防犯カメラの映像は、

犯人の検挙につながる重要な手掛かりとなり、

事件の早期解決に大きく貢献しています。

警察、役所、金融庁職員をかたって、

「カードを確認する」

「カードを交換する」

「カードを封筒に入れて保管する」

こんな電話を受けたら、すぐに電話を

切って１１０番または♯９１１０へ！

車はもちろん
自転車も×

「しない!」
「させない!」
「許さない!」

「見逃さない!」

飲酒運転の根絶!
飲む前に 車じゃないよね？ 再確認

※ 高齢者講習を受講した方は、右記受講は不要です。

飲酒運転は

電話でお金の話は詐欺！不安を感じたらすぐ相談！詐欺電話がきたら♯9110

運転免許運転免許更新時講習更新時講習
期　日：12月17日㈬
場　所：町公民館

優良講習▶11時30分
一般講習▶13時
違反講習▶９時
初回講習▶14時15分

地�域�安�全 ニュース
令和７年12月発行　第339号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

に注意
全国的に被害が多発しています

自動音声
ガイダンス

ショート
メッセージ

警察を装った
電話

ご利用の携帯電話は
数時間後に停止します。

あなたの銀行口座が
犯罪に使われています。

心当たりがないから
連絡してみよう…

調査に協力して
疑いを晴らそう…

資金洗浄をした容疑で
逮捕状が出ています。
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図 館書図 館書

ESHIKAGA

だ
よ
り

新刊案内

移動図書館（図書館バス）

おはなしはらっぱ ☆お知らせ☆ボランティア
活動

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６
FAX４８２‐１６１７

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

 けんか別れをした親友が
高校を中退し、山に突然建
った新興宗教に入会した。
主人公は親友を取り戻そう
と動き出し、まがまがしいも
のと対峙する…。
 女子高生たちの青春×ス
リラー！
 本屋大賞作家の新境
地！

お
す
す
め
の
新
刊

町田　その子／著

『彼女たちは楽園で遊ぶ』『彼女たちは楽園で遊ぶ』

Ａコース　運行日／12月11日㈭・25日㈭
　　　　　　　　　１月15日㈭・29日㈭

﹃
半
径
５
メ
ー
ト
ル
の
世
界
史
﹄

歴
史
雑
記
ヒ
ス
ト
リ
カ
／
著

﹃
ピ
ー
ス
フ
ル
オ
コ
ノ
ミ
ヤ
キ
﹄

む
か
い
　
あ
ぐ
る
／
著

﹃
明
日
も
、
森
の
ど
こ
か
で
﹄

上
田
　
大
作
／
著

﹃
み
そ
汁
　
大
学
教
授
が
教
え
る

す
ご
い
食
べ
方
大
全
﹄

吉
栖
　
正
生
ほ
か
／
監
修

﹃
す
ご
い
空
弁
＆
空
港
お
土
産
大
百
科
﹄

イ
カ
ロ
ス
出
版
空
弁
研
究
班
／
編

﹃
コ
レ
ク
タ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
﹄

落
合
　
加
依
子
／
編
著

﹃
地
上
の
楽
園
﹄

月
村
　
了
衛
／
著

﹃
ぜ
つ
め
つ
し
た
い
き
も
の
﹄

今
泉
　
忠
明
／
指
導

﹃
知
っ
た
か
ぶ
り
を
し
た
日
か
ら
﹄

か
さ
い
　
ま
り
／
作

﹃
き
れ
て
る
﹄　
　
鈴
木
　
の
り
た
け
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

☆﹁
読
書
活
動
講
演
会
﹂で
紙
芝
居
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

　
来
年
１
月
17
日
㈯
に
、
町
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
事
業
「
読
書
活
動
講
演
会
」
に
お
い

て
、
紙
芝
居
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
講
師
は
美
留
和
在
住
の
藤
原

俊
和
さ
ん
で
す
。
見
た
り
聞
い
た
り
体
験
し

た
り
。
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
る
模

様
で
す
。

　
開
催
時
間
や
募
集
要
項
な
ど
、
詳
細
は
随

時
チ
ラ
シ
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
て
し

か
が
１
月
号
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

☆６日／『さむい　さむい』
　　　　『くまとりすのおやつ』
　　　　『エルマーのゆきあそび』
☆13日／『どいて　どいて』『おばけのコックさん』
　　　　『クリスマスわくわくサンタの日！』
☆20日／『よくきたね』『ねぇ　どっちがすき？』
　　　　『はらぺこサンタのクリスマス』
☆27日／『ぺんぎんたいそう』
　　　　『おやすみゴリラくん』
　　　　『スケートにいこうよ』

時間／13時～　　場所／町図書館

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　
９
日
㈫

〇
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　
５
日
㈮
、
19
日
㈮

テーマ 雪あそびの後は、
おやつを食べながら本を読もう！

Ｂコース　運行日／12月4日㈭・18日㈭
　　　　　　　　　１月８日㈭ ･ 22日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～９:45
弟子屈小学校 10:00～10:30
和琴小学校 12:25～12:50
屈斜路コタン 13:00～13:20
川湯支所 13:55～14:15
川湯の森病院 14:20～14:50
川湯温泉駅前 15:00～15:20
川湯中学校 15:30～15:50

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～９:50
美留和小学校 10:20～10:50
川湯支所 11:10～11:30
川湯保育園 11:40～12:00
川湯小学校 13:00～13:30

老人ホーム倖和園 14:40～15:10
弟子屈中学校 15:30～16:00

☆
貸
出
冊
数
２
倍
フ
ェ
ア

年
末
年
始
の
お
休
み
前
に
、
た
く
さ
ん

の
本
を
借
り
た
い
！
と
い
う
方
の
た
め

に
、
期
間
中
、
貸
出
冊
数
を
通
常
の
10
冊

か
ら
20
冊
へ
拡
大
し
ま
す
！

▼
期
間
／
12
月
14
日
㈰
〜
27
日
㈯

※
予
約
で
き
る
冊
数
は
10
冊
ま
で
で
す
。

※
延
滞
し
て
い
る
図
書
が
あ
る
場
合
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

☆
年
末
年
始
休
館
の
お
し
ら
せ

▼
図
書
整
理
休
館
／
12
月
28
日
㈰

▼
年
末
年
始
休
館
／
12
月
29
日
㈪
〜
１
月

３
日
㈯

休
館
中
、
本
の
返
却
は
図
書
館
玄
関
横

の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
今
月
の
休
館
日
／
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・

15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
28
日
㈰
〜
31
日
㈬

※
新
年
は
１
月
４
日
㈰
か
ら
開
館
し
ま
す
。
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カメ
ラスケッチ

行く!!
このページは皆さんからの情報で
作られています。どのような
情報でもすぐにかけつけ
ます。お気軽にご連絡

ください。

ま
ち
づ
くり政策課政策調整係 ☎４８２

-２９
１３

（
課
直
通
）

広報マンが
カメ
ラスケッチ

行く行く行く行く行く行く行く行く行く行く!!!!!!行く!!
このページは皆さんからの情報で
作られています。どのような
情報でもすぐにかけつけ
ます。お気軽にご連絡

ください。

ま
ち
づ
くり政策課政策調整係 ☎４８２

-２９
１３

（
課
直
通
）

広報マンが　認定こども園まし
ゅう（髙野龍彦園長）
が10月15日、同園敷
地内で防災教室を行
いました。
　この日は園児約80
人が参加。弟子屈消
防署（池田保士署長）

職員２人の協力のもと、園内厨房からの出火を想定した避
難訓練を実施しました。緊張感ある訓練に、思わず泣き出
してしまう園児の姿もちらほら。その後は、消火訓練見学
や消防車試乗体験を行い、防災について教えてくれた消防
職員に園児たちは元気よくお礼の挨拶をし、今回の防災教
室を終えました。

有事に備えて
こども園で防災教室を実施

先
生
の
消
火
活
動
を
応
援
す
る

園
児
た
ち

　（一社）摩周湖観
光協会（渡辺隆幸
会長）主催の川湯
マルシェが10月18
日、川湯温泉街で
開催されました。
　会場には地元の
飲食店など14もの

出店が立ち並び、各店特色を活かした自慢のフードや雑貨
などを販売。川湯ばやしの太鼓披露も行われ、温泉街は多
くの来場客で賑わいを見せていました。
　また、夜には同協会による「温泉川ナイトウォークツア
ー」も併せて行われ、参加者はガイドの解説を聞きながら、
昼間とは一味違った温泉川の風景を楽しみました。

川湯温泉の秋のイベント
「川湯マルシェ」を開催

会
場
に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の

来
場
客
が

　川湯保育園
（小林史和園長）
が10月22日、園
児たちが育てた
野菜の収穫祭を
行いました。
　この日は、自
分たちで大切に

育てたじゃがいもやにんじんなどの野菜をふんだんに使
ったシチューを調理。収穫祭には、畑を貸してくれた川湯
小学校の山舘校長を招き、みんなで美味しい昼食をいただ
きました。管理栄養士たちから食育について学ぶ時間もあ
り、食べ物に感謝しながら笑顔いっぱいで食べる園児たち
の姿が見られました。

自分たちで育てた野菜を食す
川湯保育園で待ちに待った収穫祭を実施

美
味
し
い
ご
飯
を
食
べ
て
ニ
ッ
コ
リ

10月22日 10月18日

10月15日

　町主催のスロー
エアロビック教室
が10月28日、町公
民館で行われまし
た。
　スローエアロビ
ックとは、心肺機
能の向上や姿勢改
善、転倒予防、脳の

活性化が期待される有酸素運動のことで、今回はＮＨＫ教
育番組「おかあさんといっしょ！」第９代体操のお兄さん
の天野勝弘さんが講師を務めました。教室には22人が参加
し、天野さんと一緒にスローエアロビックや筋トレ、ダン
スなどで体を動かし、「人生１００年時代」を豊かに生きる
ための健康づくりを学びました。

体操のお兄さんといっしょ！
スローエアロビック教室を開催

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
も
脳
も
活
性
化

10月28日

　10月25日、川湯
ビジターセンター
（安藤心センター
長）で自然ふれあ
い行事の一環とし
て、玉川大学農学
部の吉川朋子名誉
教授による屈斜路

湖の生きものに関する講演会が行われました。
　講演では、屈斜路湖に生息しているアメマスやサクラマ
スなどの魚類を中心に、湖で得られた知見の報告がありま
した。吉川名誉教授は、屈斜路湖は水深が比較的浅く、豊富
な湧水が魚類の産卵環境を支えているとし、「自然環境は
常に変化しているため興味・関心を持ち続けることが大
切」だと話しました。

屈斜路湖の生きものについて学ぶ
自然ふれあい行事講演会を開催

吉
川
名
誉
教
授
に
よ
る
講
演
会
の

様
子

10月25日
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10
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
、
安
平
町
に
て
第

16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
乳
牛
の
健
康
な
体
型
の
改
良
度
合
い
を

比
較
展
示
す
る
た
め
、
全
国
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

を
一
堂
に
集
め
て
行
っ
て
い
る
本
大
会
は
、
５
年

に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
前
回
大
会
が
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
今
回
は
平
成
27
年
以
来
10
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
坪
井
泰
憲
さ
ん
、
吉
田
雄
貴
さ

ん
、
坪
井
秀
明
さ
ん
、
坪
井
新
奈
さ
ん
、
㈱
メ
ド

︱
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
（
髙
橋
和
憲
代
表

取
締
役
）
の
５
人
６
頭
が
出
場
。
皆
さ
ん
は
、
牛

の
姿
勢
や
歩
様
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
最
も
美
し
く

見
せ
る
よ
う
会
場
内
で
牛
を
引
き
歩
く
「
リ
ー
ド

マ
ン
」
と
し
て
も
本
大
会
に
出
場
し
、
自
慢
の
牛

と
と
も
に
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
吉
田
さ
ん
は
「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
未
経
産

14
か
月
以
上
16
か
月
未
満
の
部
」
に
お
い
て
優
等

賞
第
６
席
（
全
国
６
位
）
入
賞
を
果
た
し
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

第16回全日本
ホルスタイン共進会

日本一のホルスタインを目指して

「かねはる」の軌跡をたどる
町の和牛改良に感謝

　
11
月
４
日
か
ら
７
日
の
日
程
で
、
姉
妹
都
市
日
置
市
か

ら
３
人
の
視
察
団
が
来
町
し
ま
し
た
。
今
回
の
視
察
は
、

平
成
25
年
に
日
置
市
か
ら
導
入
し
た
黒
毛
和
牛
「
か
ね
は

る
」
の
子
孫
が
ど
の
よ
う
に
改
良
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、

当
時
の
飼
養
者
で
も
あ
っ
た
久
保
勝
弘
さ
ん
に
見
定
め
て

い
た
だ
き
、
今
後
の
改
良
に
つ
な
げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　「
か
ね
は
る
」
は
平
成
24
年
の
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会

に
お
い
て
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
姉
妹
都
市

交
流
の
一
環
で
翌
年
の
平
成
25
年
に
繁
殖
用
雌
牛
と
し
て

町
に
贈
ら
れ
た
黒
毛
和
牛
で
、
そ
の
後
町
内
に
多
く
の
子

孫
を
残
し
、
町
の
繁
殖
牛
の
基
盤
を
作
り
ま
し
た
。「
か

ね
は
る
」
の
血
統
を
継
承
す
る
牛
の
中
に
は
「
摩
周
和

牛
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
な
っ
て
い
る
個
体
も
い
ま

す
。
昨
年
11
月
、
繁
殖
牛
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
「
か

ね
は
る
」
は
、
町
内
小
中
学
校
、
高
校
の
給
食
に
使
用
さ

れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
日
に
は
町
内
の
「
か
ね
は
る
」
の
子
孫
を
集
め
審
査

会
を
開
催
し
、
子
孫
の
改
良
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
本
事
業
を
主
催
し
た
摩
周
和
牛
改
良
組
合
長
の

吉
田
一
徳
さ
ん
は
、「『
か
ね
は
る
』
か
ら
生
ま
れ
た
『
つ

な
が
り
』
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

入賞を果たした吉田さん入賞を果たした吉田さん

共進会の様子共進会の様子

日置市から視察に訪れた久保さん日置市から視察に訪れた久保さん

審査会の様子審査会の様子
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町の話題
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information

「
わ
か
も
の
フ
リ
ー
相
談
会
in

弟
子
屈
」開
催
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
／
令
和
８
年
１
月
９
日
㈮
13

時
～
16
時

▼
場
所
／
町
公
民
館
　

　
サ
ポ
ス
テ
は
厚
生
労
働
省
が
設
置

す
る
、
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
就
職

を
目
指
す
若
者
や
そ
の
ご
家
族
な
ど

の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　
仕
事
や
就
職
、
将
来
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
幅
広
く
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
く
し
ろ
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎

0
1
５
4
︲
6
８
︲
５
1
0
２

（
相
談
料
は
無
料
で
す
）

職
業
訓
練
受
講
生
　

募
集

　
北
海
道
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
月
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

▼
対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

登
録
を
し
て
い
る
方

▼
定
員
／
電
気
シ
ス
テ
ム
科
20
人

▼
申
込
受
付
期
間
／
11
月
25
日
㈫
～

令
和
８
年
１
月
５
日
㈪

▼
見
学
会
／
12
月
11
日
㈭
、
12
月
18

日
㈭
、
12
月
24
日
㈬

▼
選
考
会
／
令
和
８
年
１
月
９
日
㈮

▼
訓
練
期
間
／
令
和
８
年
２
月
２
日

㈪
～
7
月
24
日
㈮

▼
費
用
／
1
0
,
0
0
0
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧

路
（
☎
0
1
５
4
︲
4
1
︲

1
２
0
1
）
ま
た
は
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
釧
路
☎
０
１
５
４‐

５
７‐

５
９
３
８

川湯川湯屋内温水プール屋内温水プールからのからのお知らせお知らせ
☎４８３☎４８３‐２０７２２０７２

12月12月

● 10時～17時 (水 ･ 木 ･ 土 ･ 日曜日)
　　　　　　　正午～13時まで換気および消毒のため閉館
● 10時～20時（金曜日）　
　　　　　　　正午～13時まで換気および消毒のため閉館

● 小・中・高校生／無料
● 一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

利用料用料

●  １・２、８・９、15・16、22・23、28～31日

開館時間館時間

休館日館日

がんばれ水泳教室 （25メートル泳げる成人）

◇日時／４、⑪、⑱、㉕日 10時30分～11時15分

※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中運動教室 （成人どなたでも参加できます）

◇日時／４、⑪、⑱、㉕日 10時30分～11時15分

※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中ジョギング教室（成人どなたでも参加できます）

◇日時／５、12、19、26日 10時30分～11時15分

水中エアロビクス教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／６、13、27日 13時30分～14時15分

ジュニア水泳教室
（町内在住の小学生対象・町内在住の新規小学生対象）

◇日時／６、13、27日 10時30分～11時15分

フリー教室 （町内在住の方）

◇日時／３～７、10～14、17～21、24～27日 
　　　　 13時30分～15時

水▶日

　町では、地域に貢献できる人材の育成や、町内企業
の安定的な経営基盤の確保と雇用機会の拡大を図る
ため、検定試験受験費用や町内企業の従事に必要な
各種資格・免許などを取得するための費用の一部に
対し補助金を交付します。

各種検定・資格取得に対する経費の一部を助成します!

【弟子屈町人材育成支援事業補助金】

▼補助対象者／①�町内の小学校・中学校・高校に在
籍する児童・生徒の方

       ②�町内企業などに就職している、また
は就職予定で、５年以上弟子屈町
に定住する意思のある方

       ③�町内で事業を営む会社、その他の
団体、個人の方

▼補助対象経費／�学校長が推奨する資格取得や検定試
験の受験費用、事業上必要とする資
格・免許などの取得費用

人材育成支援事業補助金

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係
　　　　☎４８２‐２９１３（課直通）

▼補助金の額および補助率／児童生徒は補助対象
経費の２分の１以内で年度５千円以内、その他は
補助対象経費の２分の１以内で年度５万円以内

資格、検定費用の発生した年度から起
算して２年まで

申請期限
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information

指
定
工
事
事
業
者
の

指
定
に
つ
い
て

　
町
で
は
、次
の
事
業
者
を
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
お
よ
び
排
水
設

備
工
事
指
定
店
と
し
て
指
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

▼
会
社
名
／
株
式
会
社
T
・
N
・
O

弟
子
屈
支
店

▼
住
所
／
弟
子
屈
町
摩
周
２
丁
目
１

番
10
号

▼
指
定
番
号
／
第
41
号︵
給
水
︶第
38

号︵
排
水
︶

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
水
道
課
☎

４
８
２
︲
２
９
４
２︵
課
直
通
︶

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

の
お
知
ら
せ

　
釧
路
保
健
所
で
は
、
月
１
回
精
神

科
医
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
相
談
は
予
約

制
で
、
受
付
は
相
談
日
前
日
の
午
前

中
ま
で
と
な
り
ま
す
︒
詳
し
く
は
釧

路
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▼
相
談
日
／
12
月
17
日
㈬
14
時
~
17

時
︵
日
時
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
︶

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所
︵
釧
路
市
城

山
２
丁
目
４
︲
22
︶

❐
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係
☎

０
１
５
４
︲
６
５
︲
５
８
２
５

︵
係
直
通
︶
ま
で
︒

依
存
症
、摂
食
障
害
に
関
す
る
　

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
お
知
ら
せ

　
釧
路
保
健
所
で
は
、
月
に
１
回
北

海
道
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
医

師
に
よ
る
依
存
症
︵
ア
ル
コ
ー
ル
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
︶、摂
食
障
害
に
関

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒相
談
は
予
約
制
で
、受
付
は

相
談
日
７
日
前
の
午
前
中
ま
で
と
な

り
ま
す
︒詳
し
く
は
釧
路
保
健
所
健

康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒

▼
相
談
日
／
12
月
25
日
㈭
13
時
30
分

~
16
時
30
分
︵
日
時
は
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︶

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所
︵
釧
路
市
城

山
２
丁
目
４
︲
22
︶

❐
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
推
進
課
☎
０
１
５
４
︲

６
５
︲
５
８
２
５
ま
で
︒

国
有
地
の
一
般
競
争
入

札
情
報
に
つ
い
て

　
一
般
競
争
入
札
は
、
国
の
予
定
価

格︵
最
低
売
却
価
格
︶以
上
か
つ
最
高

の
金
額
で
、
有
効
な
入
札
を
し
た
方

に
国
有
財
産︵
国
有
地
な
ど
︶を
ご
購

入
い
た
だ
く
も
の
で
す
︒

　
北
海
道
財
務
局
で
現
在
実
施
を
予

定
し
て
い
る
、
町
に
関
連
し
た
国
有

地
の
一
般
競
争
入
札
は
次
の
と
お
り

で
す
︒

▼
実
施
回
次
な
ど
／
令
和
７
年
度
第

１
回
期
間
入
札

※
期
間
入
札
と
は
、
指
定
さ
れ
た
入

札
受
付
期
間
内
に
入
札
関
係
書
類

の
提
出
を
受
け
、
後
日
ま
と
め
て

開
札
す
る
方
法
で
す
︒

▼
公
示
日
／
10
月
24
日

▼
入
札
受
付
期
間
／
12
月
１
日
㈪
か

ら
12
日
㈮
ま
で

▼
開
札
日
／
令
和
８
年
１
月
８
日
㈭

※
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
︒

▼
対
象
物
件
／
①
川
上
郡
弟
子

屈
町
朝
日
２
丁
目
１
２
６
番

14
、
同
番
15
、
同
番
16
︵
面
積
／

１
︐
９
７
７
・
３
７
平
方
メ
ー
ト

ル
︶
②
川
上
郡
弟
子
屈
町
中
央
１

丁
目
1
1
7
番
９
、1
0
0
4
番

︵
面
積
／
８
４
４
・
２
７
平
方
メ
ー

ト
ル
︶

▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／https://lfb.mof.go.jp/

�h
o
k
k
a
id
o
/
k
o
k
u
y
u
u
/

pagehkhp022000288.html

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
財
務

局
釧
路
財
務
事
務
所
管
財
課
☎

０
１
５
４
︲
３
２
︲
０
７
０
１

12月　アリーナ一般開放日
文化センターガイド

◎＝全面  ○＝半面  休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

 一般開放利用を希望する方は、文化センターにあらかじ
めお問い合わせください。

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
区
分
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
休 ◎ 休 〇 ◎ 休

日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
区
分
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

〇 ◎ 休 〇 ◎ 休 休

生活情報をみなさんにお知らせ!

インフォメーション

今月の主な行事予定

施設利用者さまへのご連絡

６日㈯ 情報活用能力育成セミナーin釧路・弟子屈
14日㈰ 発達っ子ママの会クリスマス会

※アリーナご利用の際は上靴をご持参ください。
※�施設利用後のお忘れ物や落し物が増えております。
 お心当たりのある方はお問い合わせください。
※�年末年始の休館日は12月30日㈫～１月６日㈫となり
ます。北海道財務局

HP
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information

（広告）（広告）

入居者を募集します宅営町 住
 役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応
じて決定します。
▶受付期間／12月１日㈪～８日㈪
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／令和８年１月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料の３倍の額（収入で住宅料が変動）、ただし単身者用は２倍の額
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

 公募対象住宅一覧表

住 宅 の 場 所　・　構　造 建設年度 規　模 月額住宅料 月額共益費 戸 数

高栄４丁目６番（４階建・３階） Ｓ52
※Ｈ27リフォーム済 ３ＤＫ 14,400～21,500円 160円 １

高栄４丁目６番（４階建・３階） Ｓ52
※Ｈ27リフォーム済 ３ＤＫ 14,400～21,500円 160円 １

川湯温泉４丁目16番（２階建・２階） Ｈ15 ３ＬＤＫ 25,200～37,500円 1,110円 １

川湯温泉４丁目16番（６軒長屋・平屋） Ｈ23 ２ＬＤＫ 20,800～31,000円 710円 １

川湯温泉４丁目３番（４階建・３階） Ｈ３ ３ＤＫ 21,000～31,200円 990円 １

川湯温泉４丁目３番（４階建・３階） Ｈ３ ３ＤＫ 21,000～31,200円 990円 １

川湯温泉４丁目３番（３階建・１階） Ｈ７ １ＬＤＫ 14,500～21,500円 1,010円 １

川湯温泉４丁目３番（３階建・３階）※単身者用 Ｈ７ １ＬＤＫ 30,000円 1,010円 １

注１　募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承ください。

完全
予約制

hair&eshctic salon

成人式の
ヘアーセット＆
メイク＆着付け

あなたの個性を引き出す
ヘアスタイルを提案します

予約制予約制予約制予約制

森の������
hair&eshctic salonhair&eshctic salon

あなたの個性を引き出す
ヘアスタイルを提案します

森森森ののの������������������������������
〈 モリノクープ 〉

弟子屈町川湯温泉６-６-16
お問合せ・ご予約：TEL 090-7279-9421

12月営業日

クープ森のcouper
2025

午前９：00～
応相談
予　約　制

2026年度 22,000円 ご予約
受付中

成人式
価格

税込み

又、ヘアーオーナメント4,000円より
生花ヘアー飾り

※ノンジアミンカラーアレルギーの方でも安心してカラーを楽しめる、
オーガニックや低刺激カラーを使用

◆ヘア
•カット（ソフトシャンプー込み） 4,000円

•パーマ（カット・ブロー込み） 8,400円～

•カラー（カット・ブロー込み） 8,400円～

•ヘッドスパ（20分） 2,200円

•縮毛矯正（カット・ブロー込み） 8,400円～

•アップスタイル（20分） 4,400円

•メイク 3,000円

◆エステ＆
　リンパドレナージュ
•フェイシャル（40分）
（美顔ケア、美白、小顔、
　むくみ、たるみ効果美白
パック付き）
•ボディリンパドレナージュ
40分血流の流れとむくみ
改善

※オーダーメイドカラー

Menu ※表示価格は税込みです

各4,000円

日

・
7
14
21
28

水

3
10
17
24
31

木

4
11
18
25
・

金

5
12
19
26
・

土

6
13
20
27
・

火

2
9
16
23
30

月

1
8
15
22
29

営業開始

年内は29日まで
新年開始は7日㈬より

○→定休日
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information

（広告） （広告）

観光の現場で働く方を対象としたおもてなし講座

人の移動データをマーケティングに活用しよう

両日とも同じ内容です。参加可能な日時にご参加ください。
▶令和８年１月14日㈬13時から16時まで　川湯ふるさと館
▶令和８年１月15日㈭９時30分から12時30分まで　摩周観光文化センター２階視聴覚室
▶講師：観光クリエーター　原田カーナ氏
▶参加費：無料　▶参加人数：各回15人以内

観光におけるデータの種類や基礎知識を学び、観光戦略や商売に活用する手法を伝授します。
▶１回目　令和８年１月７日㈬13時30分から15時まで　対話型セミナー（Web参加可）
▶２回目　令和８年１月22日㈭13時30分から16時まで　ワークショップ
　　会場：摩周観光文化センター２階視聴覚室
　　講師：ＮＴＴドコモビジネス株式会社
　　参加人数：�30人以内　できるだけ２回とも参加していただける方

申し込み・問い合わせ先／
（一社）摩周湖観光協会（地域ＤＭＯ）☎４８２‐２２００　FAX  ４８２‐１８７７
摩周３丁目３番１号　摩周観光文化センター２階
メールアドレスmasyu_as@peace.ocn.ne.jp　申込期限　12月25日㈭まで

 「初級編」観光客にこの地域のことを知っていただくためのテクニックを伝授しますその１

「海外客対応編」ＪＡＬがつなぐ地域の未来セミナーその２

客室乗務員が海外からのお客様対応を中心としたおもてな
しを伝授します。
▶令和８年１月19日㈪13時30分から14時40分まで
摩周観光文化センター２階視聴覚室
▶講師：株式会社日本航空　客室乗務員　
▶参加費：無料　▶参加人数：20人以内

申し込みはこちらから
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●人口計 6,348�人 （－２）
  男  3,067�人 （＋１）
  女  3,281�人 （－３）
●世帯数 3,698�世帯（－２）

人のうごき
【令和７年 10 月末現在】

※�お誕生、お悔やみは、10/１～10/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲載していま

す。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

 お悔やみ申し上げます

工藤　　明さん　（68歳）　鈴蘭４丁目
齊藤　利子さん　（92歳）　川湯温泉５丁目
鈴木　玲子さん　（81歳）　中央３丁目
鬼澤　一惠さん　（75歳）　美里４丁目
羽田　孝子さん　（82歳）　川湯温泉４丁目
布施　裕章さん　（92歳）　朝日１丁目

 お誕生おめでとうございます

加須屋　佑
ゆう

緋
ひ
くん　　男（圭吾）美里５丁目

元田　　琴
こと

音
ね
ちゃん　女（義將）字鐺別

服部　　玄
はる

弥
や
くん　　男（紋奈）湯の島２丁目

竹内　日
ひ

々
び

樹
き
くん　　男（宏樹）川湯温泉３丁目

村山　　叶
かな

汰
た
くん　　男（大輔）美里２丁目

日々の活動を
発信中!

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

毎月第３金曜日に開催！
てしかがコミュニTea
※ 詳しくは弟子屈町HPをご覧く

ださい。

地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

協力隊の近況を

お知らせします！

第123回

協力隊
通信

発表会での様子発表会での様子

　今年の10月より地域おこし協力隊として、認定こども園ましゅうにて保育教諭として
活動している大橋です。着任してから約２か月が経ちました。保育教諭は数年のブランク
もあり、今まで弟子屈の大切な子どもたちの成長と保護者の皆さんを支えてこられた先生方の中になじめる
か、不安も大きくあったのですが、園長先生をはじめとした園の皆さんや子どもたちがとても温かく迎え入れ
てくださいました。ありがたいことです。北海道と本州の気候や生活様式は違うから、と先生方がさまざまな
知恵やご助言をしてくださることが、本当に心強いです。また、冬場の朝は大変だから、と勤務体制も考えてく
ださるなど、細やかな心配りをいただいております。素敵な方々がいる認定こども園ましゅうに来ることがで
きて嬉しいです。

　企業研修型の協力隊で、保育教諭として着任したのは私が初めてとのこと。毎日こども園に出勤し、日中は
クラスに入って保育を行います。いわゆる普通の保育教諭。協力隊として、どのように活動すればいいのか．．．
と悩むこともあります。基本は、こども園にてしっかりと役目を果たすこ
とが第一の任務ですが、それだけでなく、他の協力隊の皆さんと一丸とな
って弟子屈の町の魅力を発信していけるよう、私に何ができるかを考え、
採用いただいた期待に応えたいと思います。まだまだ手探りではありま
すが、私自身が道をつくることが、後に続くであろう人々の勇気や希望に
なると思い、努力したいです。

　初めて過ごす北海道の冬。少しばかりの緊張と初めての雪にわくわく
を感じつつ、健康管理をしっかりと行い、１年を締めくくりたいと思いま
す。

企業研修型保育教諭 大
おお

橋
はし

舞
まい

学びの日々学びの日々
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火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署
火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署

E‐mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
kawayufd@smile.ocn.ne.jp

火　災 ３件
救　急 442件
（川湯支署含む）

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６

令和７年11月２日までの出動件数

10月19日に北海道防災ヘリコプターと弟子屈消防署・
弟子屈町消防団の合同訓練を行いました！ヘリが上空か
らの空中消火を担当し、消防団はヘリのバケットへの給
水を担当。息の合った連携で大きな火災が起きたときに

も素早く対応できるよう、備えを強化しました。今後も地域の皆さんの安心・安
全を守るために訓練を行っていきます！

　年の瀬は、生活の繁忙に加え季節柄火の使用が増える時期。ちょっとした油断で火災や事故が起こること
があります。消防機関の警備体制を強化し、町民の皆さんの防火意識を図ることを目的として「歳末特別警戒」
を行います。

森林火災対応訓練森林火災対応訓練を行いましたを行いました！！

後
ご

藤
とう

綾
あや

希
き

ちゃん斉
さい

藤
とう

紬
つむぎ

ちゃん 石
いし

田
だ

奈
な

那
な

ちゃん

安心して年を越すために安心して年を越すために火の火の元元をもう一度をもう一度チチェェッックク！！

ストーブを
使う時には
火災に注意

内　容： 車両巡回パトロール、放送に
よる防火広報を実施します。

期　間：12月26日㈮～29日㈪
時　間：20時～21時
区　域：町内全域

消防機関と地域の皆さんが
力を合わせることで、安心・
安全な年末年始を迎えるこ
とができます。
万全な防火・防犯
対策に取り組みま
しょう！

歳末特別警戒日程

寄附ありがとうございます

❑畑　光昭　様（東京都）　さつま芋 35㎏
· 老人ホーム倖和園で活用してほしい。

❑ふるさと納税　99,592件　2,060,423,102円
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